
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,397 人の回答（回収率：69.9％）から、買物に関する関心の高さが伺えました。 

また、買い物の移動手段は自動車が多く（68.2％）、その手段が変わった場合には、

アンケート回答に大きな変化が予想されます。 
 

現在不便を感じている方は 29.1％ですが、将来に向けた支援策を含めたニーズとし

ては、「近所で買い物できる場がほしい」「店舗で買ったものを自宅まで届けてほしい」

「バスやタクシーの運賃を割引してほしい」といった回答が上位を占めています。 

※集計結果は資料 2 の速報版を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買物不便者対策事業 【基本目標 3】地域社会との交流や連携の強化（基本施策 7市民生活と連携等 （2）保健・福祉との連携） 

④高齢者にやさしく、地域を支える商業形態づくりの推進 

•本市は、明治17年の入植から先人たちが幾多の苦難を乗り越え築き上

げてきました。昭和45年に北広島団地が造成され、平成19年まで人口

は右肩上がりに推移し、豊かな自然を残しつつ、札幌と隣接する地理

的優位性を生かしながら、市の経済は着実に成長し続けてきました。

•近年は、全国の傾向と等しく「人口減少」問題が深刻化してきました。

少子高齢化、東京圏や札幌市への人口流出などにより、消費の低迷、

労働力不足、地元商店の閉店など商業への影響は必至です。

事業の背景

•本市は、市街地が５地区に形成されており、それぞれの地区に

おいて適度な居住機能を集積し維持することで利便性を備えた

市街地を確保してきました。しかし、地元商店が閉店し、人口

減少や高齢化がさらに進む将来において、買物施設の増加を期

待することは難しい一方、自家用車で自由に買い物ができない

世代の増加が予想され、市民の買物環境を維持することが求め

られます。

現状と課題
不便意識

不便を感じる 29.1％

不便を感じない62.2％

移動手段

自動車 68.2％

徒歩 9.4％

バス 6.6％

希望する支援

近所で買い物できる場26.8％

店舗宅配サービス25.2％

バス・タクシーの割引24.4％

調査結果(一部抜粋) 

今後の方向性 

 
 
買い物に不便を感じ
ている市民の属性や
地域の実態、市民ニ
ーズを把握するとと
もに、その地域の特
性に合った買物支援
の取組方策を検討す
る 

 
 
スーパー、コンビニ
エンスストアから半
径 500m 圏外の地域
（市街化調整区域を
除く）を買物不便地
域として設定し、そ
の地域に居住する 65
歳以上の高齢者 2,000
人（無作為抽出）を
対象とした 

 
 
期間： 
平成 30 年 10 月 19 日 

～11 月 2 日 
 
方法：記入式調査票
を郵送により配付、
返信用封筒にて郵送
回収とした 
 

目的 対象 方法 

日常の買い物に関するアンケート調査を実施 

資料 2-1 

近所で買い物してもらう

•事業者・自治会・関係機関と意見交

換等を行ない、取組内容やそれぞれ

の役割などについて協議

買い物サービス(宅配等)

を活用してもらう

•市内店舗の買い物サービス実施状況

やマップを掲載したガイドブック作

成、サービス活用講習会開催

※移動目的(買い物・通院・交流施設等)に応じたアクセス交通の改善による『おでかけ支援』等を
掲げる地域公共交通網形成計画の事業と連携し、移動手段の支援について検討していきます。 

【期待する効果】 買物環境の維持、市内店舗利用拡大 



 

【北広島市 買物不便者支援のための調査検討業務委託】 
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I 調査概要 

調査目的 

北広島市では、市街地が 5 地区に形成されており、それぞれの地区において適度な居住機能を

集積し維持することで利便性を備えた市街地を確保してきたが、買物環境に関しては地区によっ

て異なる状況にある。買物を含む交通手段は自家用車の利用率が高いことから、多くは買物にお

いて不便と感じることは少ないものと推察されるが、人口減少や高齢化が進む将来において、買

物施設の増加を期待することは難しい一方で、自家用車で自由に買物ができない世代の増加が予

想され、市民の買物環境を維持することが求められる。 

本調査は、北広島市において買物に不便を感じている市民の属性や地域の実態、市民ニーズを

把握するとともに、その地域の特性に合った買物支援の取組方策を検討するものである。 

 

調査の流れ 

本調査について、以下のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買物不便地域の設定 

アンケート調査の実施 

回収票の集計・分析 
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II 買物不便地域の設定について 

店舗の立地状況 

 

北広島市におけるスーパーやコンビニエンスストアの立地状況は、平成 30 年 9 月時点で 39 件

（スーパー：12 件、コンビニエンスストア：27件）である。 

最近の動向として、北広島団地地区に立地していたショッピング北広が閉店したことにより、

買物が不便になったという声があげられている。 

 

買物不便地域の設定 

 

農林水産省政策研究所では、「食料品アクセス困難人口」として、店舗（食肉、鮮魚、野菜・果

実小売業、百貨店、総合スーパー、食料品スーパー、コンビニエンス）まで 500m 以上、かつ 65歳

以上で自動車を利用できない人を定義している。 

北広島市における買物不便地域支援の検討にあたっては、以下の考え方に基づいて買物不便地

域を設定した。 

・「食料品アクセス困難人口」の定義を参考に、町丁目内がスーパー、コンビニエンスストアか

ら半径 500m 圏外の地域（市街化調整区域を除く）を買物不便地域として設定した。 

・町丁目の大部分が、スーパーやコンビニエンスストアから半径 500ｍ圏内に含まれる場合は、個 

別に地形などを考慮して設定した。 
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図 1 買物不便地域一覧 

 

 

 

 

 

 

 

地区 町 丁目

稲穂町東 3、９、１０、１１、１２

朝日町 6

共栄

共栄町 3、４、５

東共栄 2、３

新富町西 2、３、４

新富町東 2

中の沢

北の里

美咲き野 1、２、３

大曲末広 5、６、７

大曲緑ヶ丘 2

大曲並木 1、３

西の里東 3

虹ヶ丘 2

西の里南 2

広葉町 3、４

若葉町 2、３、４

南町 1、２、３

青葉町 3、４

白樺町 3

里見町 2、７

泉町 4

松葉町 1、２、３、４

緑陽町 1、２、３

山手町 1、２、３、４、５、６、７、８

輪厚

希望ヶ丘 2、４、５

西の里

北広島

団地

西部

東部

大曲
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図 2 買物不便地域の店舗立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西の里地区 

大曲地区 

東部地区 

北広島団地地区 

  コンビニエンスストアまたはスーパーから半径 500m 圏内 
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III アンケート調査の実施概要 

 

調査対象 

Ⅱで設定した買物不便地域に居住する 65 歳以上の高齢者 2,000 人（無作為抽出） 

 

調査内容 

属性、日常における食料品等の買い物の現状、希望する買物サービスや支援 

 

調査方法 

記入式調査票を郵送により配付、回収した。 

 

調査期間 

平成 30 年 10 月 19 日～11 月 2日 ※11 月 22 日までの到着分を有効とした。 

 

調査結果の見方 

・単数回答の質問では、小数点第二位以下を四捨五入しているため、表中の内訳を合計して

も 100%とならない場合がある。 

・複数回答の質問では、回答者数を母数として回答割合を算出しているため、合計が 100％を

超える場合がある。 

・設問に対する回答割合は、回答対象者数を母数とし、無回答、無効回答を含んでおり、グ

ラフ中にｎ値として示している。 

・回答規則（指定数以上の選択肢を回答）に反するものを、無効回答として表示している。 

 

回収状況 

2,000 票配付し、1,397 票を回収した（回収率：69.9％）。 

 

地区 配付数 回収 回収率 

東部 ６５６票 ４３４票 ６６．２％ 

北広島団地 ９６０票 ７０７票 ７３．６％ 

大曲 １７４票 １０９票 ６２．６％ 

西の里 ９０票 ５３票 ５８．９％ 

西部 １２０票 ８２票 ６８．３％ 

地区不明・無回答  １２票  

合計 ２,０００票 １,３９７票 ６９．９％ 
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IV アンケート調査の集計結果 

 

質問１ あなたご自身のことについて 

性別 

性別は、「男性」、「女性」ともに約 5 割となっている。 

 

 

図 3 性別 

 

年齢 

年齢は、「75～79 歳」を除き、それぞれ約 3 割となっている。 

 

 

図 4 年齢 

回答 実数 割合

① 男性 702 50.3%

② 女性 647 46.3%

無回答 48 3.4%

回答者数計 1,397 100.0%

50.3% 46.3%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無効回答 無回答

n=1,397

回答 実数 割合

① 65～69歳 363 26.0%

② 70～74歳 367 26.3%

③ 75～79歳 307 22.0%

④ 80歳以上 352 25.2%

無回答 8 0.6%

回答者数計 1,397 100.0%

26.0% 26.3% 22.0% 25.2%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 無回答

n=1,397
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お住まいの地域 

地区別では、「北広島団地地区」が約 5 割で最も高く、次いで「東部地区」が約 3 割となっ

ている。そのほか、「大曲」「西部」が約 1 割、「西の里」は 1 割未満となっている。 

町名別では、「山手町」が 13.2％で最も高く、次いで「松葉町」、「稲穂町東」となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 お住まいの地域 

地区 町名 実数 割合

稲穂町東 103 7.4%

朝日町 20 1.4%

共栄 9 0.6%

共栄町 74 5.3%

東共栄 64 4.6%

新富町（新富町西と新富町東の合計） 86 6.2%

中の沢 17 1.2%

北の里 17 1.2%

美咲き野 44 3.1%

434 31.1%

大曲末広 50 3.6%

大曲緑ヶ丘 26 1.9%

大曲並木 33 2.4%

109 7.8%

西の里東 16 1.1%

虹ヶ丘 17 1.2%

西の里南 20 1.4%

53 3.8%

広葉町 53 3.8%

若葉町 73 5.2%

南町 74 5.3%

青葉町 53 3.8%

白樺町 22 1.6%

里見町 55 3.9%

泉町 21 1.5%

松葉町 104 7.4%

緑陽町 67 4.8%

山手町 185 13.2%

707 50.6%

輪厚 22 1.6%

希望ヶ丘 60 4.3%

82 5.9%

12 0.9%

1,397 100.0%

東部

小計

回答者数計

地区不明・無回答

小計

小計

西部

北広島
団地

大曲

小計

小計

西の里
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世帯構成 

世帯構成は、「夫婦のみ」が約 5 割で最も高く、「次いで親子（自分と子ども）」「単身」

となっている。 

 

 

図 6 世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① 単身 225 16.1%

② 夫婦のみ 661 47.3%

③ 親子（自分と子ども） 306 21.9%

④ 親子（自分と親） 8 0.6%

⑤ 三世代以上の家族 71 5.1%

⑥ 兄弟姉妹 4 0.3%

⑦ その他 98 7.0%

無効回答 4 0.3%

無回答 20 1.4%

回答者数計 1,397 100.0%

16.1% 47.3% 21.9%

0.6%

5.1%

0.3%

7.0%

0.3% 1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身 夫婦のみ 親子（自分と子ども）

親子（自分と親） 三世代以上の家族 兄弟姉妹

その他 無効回答 無回答

n=1,397
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同居家族の年代【複数回答（当てはまるもの全て）】 

同居家族の年代は、「60 代」が 312 票で最も多く、次いで「70 代」となっている。 

 

 

図 7 同居家族の年代【複数回答（当てはまるもの全て）】 

 

 

 

回答 実数 割合

① 10代以下 51 3.7%

② 20代 56 4.0%

③ 30代 111 7.9%

④ 40代 178 12.7%

⑤ 50代 158 11.3%

⑥ 60代 312 22.3%

⑦ 70代 311 22.3%

⑧ 80代以上 125 8.9%

⑨ 同居している家族はいない 146 10.5%

回答数計 1,448 -

回答者数計 1,397 -

51 

56 

111 

178 

158 

312 

311 

125 

146 

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人 350人

10代以下

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

同居している家族はいない

n=1,397
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自動車を運転する頻度 

自動車を運転する頻度は、「運転はしない、または免許を持っていない」が約 4 割で最も高く、

次いで「ほぼ毎日」「週に 2～4 回程度」となっている。 

自動車を運転する人のうち、週に 1 回以上運転する人は約 6 割を占めている。 

 

 

図 8 自動車を運転する頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① ほぼ毎日 403 28.8%

② 週に２～４回程度 331 23.7%

③ 週に１回程度 54 3.9%

④ 月に２、３回程度 31 2.2%

⑤ 年に数回程度 14 1.0%

⑥ 運転はしない、または免許を持っていない 529 37.9%

無効回答 2 0.1%

無回答 33 2.4%

回答者数計 1,397 100.0%

28.8% 23.7%

3.9% 2.2% 1.0%

37.9%

0.1% 2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に２～４回程度

週に１回程度 月に２、３回程度

年に数回程度 運転はしない、または免許を持っていない

無効回答 無回答

n=1,397
週に１回以上 運転 
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※（７）は（６）で「⑥運転はしない、または免許を持っていない」以外のいずれかを選ん

だ方が回答 

 

 

 

 

何歳くらいまで自動車の運転をしたいと思いますか。 

自動車の運転は、「80～84 歳まで運転したい」が約 3 割で最も高く、84 歳以下でみると 6 割

を占めている。一方で、「運転をやめるつもりはない」と回答した人の割合は約 1 割となってい

る。 

 

 

図 9 何歳くらいまで自動車の運転をしたいと思うか 

  

回答 実数 割合

① 70～74歳まで運転したい 40 4.8%

② 75～79歳まで運転したい 190 22.8%

③ 80～84歳まで運転したい 270 32.4%

④ 85～89歳まで運転したい 109 13.1%

⑤ 90歳以上まで運転したい 22 2.6%

⑥ 運転をやめるつもりはない 46 5.5%

⑦ わからない 134 16.1%

無効回答 4 0.5%

無回答 18 2.2%

回答者数計 833 100.0%

4.8% 22.8% 32.4% 13.1%

2.6%

5.5% 16.1%

0.5% 2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70～74歳まで運転したい 75～79歳まで運転したい 80～84歳まで運転したい

85～89歳まで運転したい 90歳以上まで運転したい 運転をやめるつもりはない

わからない 無効回答 無回答

n=833
運転したい（84 歳以下） 
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あなたは、これからも現在のお住まいの地域に住み続けたいと思いますか。 

今後の現在のお住いの地域への居住意向は、「今の場所に住み続けたい」が約 8 割を占めてい

る。「市内の別の場所に移りたい」「市外に移りたい」はいずれも 1 割未満となっている。 

 

 

 

図 10 今後の現在のお住まいの地域への居住意向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① 今の場所に住み続けたい 1,055 75.5%

② 市内の別の場所に移りたい 38 2.7%

③ 市外に移りたい 60 4.3%

④ わからない 164 11.7%

無効回答 9 0.6%

無回答 71 5.1%

回答者数計 1,397 100.0%

75.5%

2.7%

4.3% 11.7%

0.6%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の場所に住み続けたい 市内の別の場所に移りたい 市外に移りたい

わからない 無効回答 無回答

n=1,397



 

14 

 

※（９）は（８）で「②市内の別の場所に移りたい」または「③市外に移りたい」のいずれ

かを選んだ方が回答 

 

 

 

 

現在の場所から移りたいと思う主な理由はどのようなことですか。 

【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

現在の場所から移りたいと思う主な理由は、「交通の便が悪い」が 49 票で最も多く、次いで「買

い物や娯楽の場が少ない」、「福祉・医療環境に不安がある」となっている。 

 

 

図 11 現在の場所から移りたいと思う主な理由【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

回答 実数 割合

① 居住環境が悪い 10 10.2%

② 交通の便が悪い 49 50.0%

③ 買い物や娯楽の場が少ない 43 43.9%

④ 自然環境が悪い 2 2.0%

⑤ 災害や交通事故等の危険が多い 9 9.2%

⑥ 人間関係に不安がある 8 8.2%

⑦ 福祉・医療環境に不安がある 38 38.8%

⑧ 公共施設が十分に整備されていない 10 10.2%

⑨ 家族と同居または近居するため 10 10.2%

⑩ その他 23 23.5%

回答数計 202 -

回答者数計 98 -

10 

49 

43 

2 

9 

8 

38 

10 

10 

23 

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人

居住環境が悪い

交通の便が悪い

買い物や娯楽の場が少ない

自然環境が悪い

災害や交通事故等の危険が多い

人間関係に不安がある

福祉・医療環境に不安がある

公共施設が十分に整備されていない

家族と同居または近居するため

その他

n=98
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※『食料品等』：「食料品」と「日用品・雑貨（洗剤やティッシュなど）」を合わせたもの 

 

質問２ 日常における食料品等の買い物について 

 

 

 

あなたの世帯では、食料品等の買い物をどなたが行っていますか。 

【複数回答（当てはまるもの全て）】 

食料品等の買い物を行っている方は、「あなた」が 973 票で最も多く、次いで「配偶者」

「あなたの子ども」が多くなっている。 

 

 

図 12 食料品等の買い物を行っている方【複数回答（当てはまるもの全て）】 

 

 

回答 実数 割合

① あなた 973 69.6%

② 配偶者 680 48.7%

③ あなた（または配偶者）の親 16 1.1%

④ あなたの子ども 248 17.8%

⑤ あなたの孫 13 0.9%

⑥ 近所にお住まいの方 6 0.4%

⑦ ヘルパー 6 0.4%

⑧ その他 47 3.4%

1,989 -

1,397 -

回答数計

回答者数計

973 

680 

16 

248 

13 

6 

6 

47 

0人 200人 400人 600人 800人 1000人 1200人

あなた

配偶者

あなた（または配偶者）の親

あなたの子ども

あなたの孫

近所にお住まいの方

ヘルパー

その他

n=1,397
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あなたの世帯では、食料品等をどのくらいの頻度で購入していますか。 

食料品等の購入頻度は、「週に１、２回程度」が約 5 割で最も高く、次いで「週に３、４回程

度」となっている。食料品等を週に１回以上購入する人は約 9 割を占めている。 

 

 

図 13 食料品等の購入頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① ほぼ毎日（週に５～７回程度） 142 10.2%

② 週に３、４回程度 456 32.6%

③ 週に１、２回程度 682 48.8%

④ 月に２、３回程度 52 3.7%

⑤ その他 19 1.4%

無効回答 11 0.8%

無回答 35 2.5%

回答者数計 1,397 100.0%

10.2% 32.6% 48.8%

3.7% 1.4% 0.8% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日（週に５～７回程度） 週に３、４回程度 週に１、２回程度

月に２、３回程度 その他 無効回答

無回答

n=1,397
週に１回以上 購入 
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あなたの世帯では、食料品等を主にどのようなお店やサービスで購入していますか。 

【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

食料品等を主に購入するお店やサービスは、「スーパー、ショッピングセンター」が、1,291 票

で最も多く、次いで「生協などの共同購入・宅配」「コンビニエンスストア」が多くなっている。 

 

 

図 14 食料品等を主に購入するお店やサービス【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① 個人商店 74 5.3%

② スーパー、ショッピングセンター 1,291 92.4%

③ コンビニエンスストア 465 33.3%

④ ドラッグストア 354 25.3%

⑤ 百貨店 67 4.8%

⑥ 生協などの共同購入・宅配 523 37.4%

⑦ 通信販売 80 5.7%

⑧ その他 40 2.9%

回答数計 2,894 -

回答者数計 1,397 -

74 

1,291 

465 

354 

67 

523 

80 

40 

0人 250人 500人 750人 1000人 1250人 1500人

個人商店

スーパー、ショッピングセンター

コンビニエンスストア

ドラッグストア

百貨店

生協などの共同購入・宅配

通信販売

その他

n=1,397
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(12)で回答したお店やサービスの中で、特に利用されている店舗やサービスの名称 

 

利用されている店舗やサービスは、スーパーの名称が特に多くなっているほか、コンビニエン

スストアやホームセンター、宅配サービスなどがみられる。 

地区別にみると、地区内または比較的近隣にある店舗を回答している人が多い。具体的には、

以下のとおりである。 

 

東部地区   ：生協、東光ストア、マックスバリュ 

大曲地区   ：アークス、産直市場、札幌市のスーパーなど 

西の里地区  ：フード D、生協、札幌市のスーパーなど 

北広島団地地区：生協、東光ストア、マックスバリュなど 

西部地区   ：アークス、産直市場、生協など 
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あなたの世帯では、食料品等を購入する際に主にどのような手段で店舗まで移動し

ますか。 

食料品等を購入する際の主な移動手段は、「あなたが運転する自動車」が約 4 割で最も高く、

次いで「家族や知人が運転する自動車」が高くなっている。主な移動手段として、自動車を利用

している方は約 7 割となっている。 

 

 

図 15 食料品等を購入する際の主な移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① 徒歩 132 9.4%

② 自転車 65 4.7%

③ あなたが運転する自動車 616 44.1%

④ 家族や知人が運転する自動車 337 24.1%

⑤ バイク 0 0.0%

⑥ バス 92 6.6%

⑦ タクシー 29 2.1%

⑧ 移動しない 6 0.4%

⑨ その他 13 0.9%

無効回答 92 6.6%

無回答 15 1.1%

回答者数計 1,397 100.0%

9.4% 4.7% 44.1% 24.1% 6.6%

2.1% 0.4% 0.9%

6.6%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩 自転車 あなたが運転する自動車

家族や知人が運転する自動車 バイク バス

タクシー 移動しない その他

無効回答 無回答

n=1,397
自動車を利用 
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※（１５）は（１４）で「⑧移動しない」以外のいずれかを選んだ方が回答 

 

 

 

(14)で回答した手段で店舗に移動した際、ご自宅から店舗までの片道でどのくらい

の時間がかかりましたか。 

ご自宅から店舗までの片道の移動時間は、「5 分以上 15 分未満」が約 6 割で最も高く、次いで

「15 分以上～30 分未満」「5 分未満」となっている。移動時間は、30 分未満が 9 割以上を占め

ている。 

 

 

図 16 ご自宅から店舗までの片道の移動時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① ５分未満 173 13.5%

② ５分以上～15分未満 790 61.5%

③ 15分以上～30分未満 266 20.7%

④ 30分以上45分未満 34 2.6%

⑤ 45分以上１時間未満 6 0.5%

⑥ １時間以上 2 0.2%

⑦ その他 4 0.3%

無効回答 3 0.2%

無回答 6 0.5%

1,284 100.0%回答者数計

13.5% 61.5% 20.7%

2.6% 0.5% 0.2% 0.3% 0.2% 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５分未満 ５分以上～15分未満 15分以上～30分未満

30分以上45分未満 45分以上１時間未満 １時間以上

その他 無効回答 無回答

n=1,284
30 分未満 
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食料品等の買い物について、あなたが重視することはどんなことですか。 

【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

食料品等の買い物について、重視することは「品ぞろえが良いこと」が 829 票で最も多く、次

いで「店舗で実際に商品を確かめて購入できること」「商品の質が良いこと」「商品の価格が安

いこと」となっている。 

 

 

図 17 食料品等の買い物について、重視すること【複数回答(当てはまるもの 3 つ)】 

 

回答 実数 割合

① 商品の価格が安いこと 727 52.0%

② 品ぞろえが良いこと 829 59.3%

③ 商品の質が良いこと 742 53.1%

④ 店舗で実際に商品を確かめて購入できること 815 58.3%

⑤ 店員が親切であること 87 6.2%

⑥ 宅配サービスが充実していること 151 10.8%

⑦ 徒歩や自転車で行ける範囲に店舗があること 217 15.5%

⑦ 店舗が駅やバス停に近いこと 111 7.9%

⑨ 普段通っている医療機関等に店舗が近いこと 48 3.4%

⑩ その他 35 2.5%

回答数計 3,762 -

回答者数計 1,397 -

727 

829 

742 

815 

87 

151 

217 

111 

48 

35 

0人 250人 500人 750人 1000人

商品の価格が安いこと

品ぞろえが良いこと

商品の質が良いこと

店舗で実際に商品を確かめて購入できること

店員が親切であること

宅配サービスが充実していること

徒歩や自転車で行ける範囲に店舗があること

店舗が駅やバス停に近いこと

普段通っている医療機関等に店舗が近いこと

その他

n=1,397
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現在、あなたが食料品等の買い物について不便を感じていますか。 

現在、食料品等の買い物について、「不便を感じている」が約 3 割、「不便を感じていない」

が約 6 割となっている。 

 

 

図 18 現在、食料品等の買い物について不便を感じているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① 不便を感じている 407 29.1%

② 不便を感じていない 869 62.2%

無回答 121 8.7%

回答者数計 1,397 100.0%

29.1% 62.2% 8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不便を感じている 不便を感じていない 無回答

n=1,397
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※（１８）は（１７）で「①不便を感じている」を選んだ方が回答 

 

 

 

食料品等の買い物について、あなたが不便だと感じていることは何ですか。 

【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

食料品等の買い物について、不便だと感じていることは、「徒歩や自転車で行ける範囲に店舗

がないこと」が 255 票で最も多く、次いで「店舗で購入した重たい荷物を持ち帰ること」「希望

している商品が購入しにくいこと（品ぞろえ、品質、価格、量など）」となっている。 

 

 

図 19 食料品等の買い物について、不便だと感じていること【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

回答 実数 割合

① 希望している商品が購入しにくいこと
（品ぞろえ、品質、価格、量など） 116 28.5%

② 通信販売や共同購入などで、
実際に商品を確かめて購入できないこと 68 16.7%

③ 徒歩や自転車で行ける範囲に店舗がないこと 255 62.7%

④ 店舗から、駅・バス停までの距離が遠いこと 73 17.9%

⑤ 店舗で購入した重たい荷物を持ち帰ること 176 43.2%

⑥ どこの店舗で、どんな商品が
購入できるかわからないこと 10 2.5%

⑦ 徒歩や自転車で行けない場所にある
店舗への移動方法がわからないこと 20 4.9%

⑧ 家族やヘルパーなどの手助けが必要なこと 56 13.8%

⑨ その他 45 11.1%

回答数計 819 -

回答者数計 407 -

116 

68 

255 

73 

176 

10 

20 

56 

45 

0人 100人 200人 300人

希望している商品が購入しにくいこと

（品ぞろえ、品質、価格、量など）

通信販売や共同購入などで、

実際に商品を確かめて購入できないこと

徒歩や自転車で行ける範囲に店舗がないこと

店舗から、駅・バス停までの距離が遠いこと

店舗で購入した重たい荷物を持ち帰ること

どこの店舗で、どんな商品が

購入できるかわからないこと

徒歩や自転車で行けない場所にある

店舗への移動方法がわからないこと

家族やヘルパーなどの手助けが必要なこと

その他

n=407
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現在利用している店舗で買い物をする際、品ぞろえが十分ではないと感じる食料品

等は何ですか。【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

現在利用している店舗で品ぞろえが十分ではないと感じる食料品等は、「特にない」が 751 票

で最も多くなっている。 

品揃えが十分ではないと回答があった食料品等は、「衣料品」が 282 票で最も多く、次いで「鮮

魚類」「野菜・果物類」となっている。 

 

回答 実数 割合

① 野菜・果物類 119 8.5%

② 肉類 72 5.2%

③ 鮮魚類 240 17.2%

④ 弁当・惣菜類 86 6.2%

⑤ 酒・飲料 9 0.6%

⑥ 卵・大豆製品・練り物類 14 1.0%

⑦ 牛乳・乳製品 6 0.4%

⑧ 米 17 1.2%

⑨ パン・菓子類 40 2.9%

⑩ 加工・冷凍食品 48 3.4%

⑪ 調味料 24 1.7%

⑫ 衣料品 282 20.2%

⑬ 洗剤や紙類 31 2.2%

⑭ 生花類 58 4.2%

⑮ その他 55 3.9%

⑯ 特にない 751 53.8%

回答数計 1,852 -

回答者数計 1,397 -
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図 20 現在利用している店舗で、品ぞろえが十分ではないと感じる食料品等 

【複数回答（当てはまるもの 3 つ）】 
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n=1,397
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質問３ 買い物支援サービスについて 

 

あなたは、店舗等が提供する宅配サービスを利用したことがありますか。 

【複数回答（当てはまるもの全て）】 

店舗等が提供するービスの利用は、「店舗等が提供する宅配サービスを利用したいことが

ない」が 695 票で最も多く、次いで「店舗の宅配サービスを利用したことがある」となって

いる。 

 

 

図 21 店舗等が提供する宅配サービスの利用したことがあるか【複数回答（当てはまるもの全て）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① 店舗の宅配サービスを
利用したことがある 454 32.5%

② 電話・ＦＡＸ宅配サービスを
利用したことがある 86 6.2%

③ インターネット宅配サービスを
利用したことがある 81 5.8%

④ 店舗等が提供する（上記）宅配サービスを
利用したことがない 695 49.7%

回答数計 1,316 -

回答者数計 1,397 -

454 

86 

81 
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0人 200人 400人 600人 800人

店舗の宅配サービスを

利用したことがある

電話・ＦＡＸ宅配サービスを

利用したことがある

インターネット宅配サービスを

利用したことがある

店舗等が提供する（上記）宅配サービスを

利用したことがない

n=1,397
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※（２１）は（２０）で「④店舗等が提供する宅配サービスを利用したいことがない」を選

んだ方が回答 

 

 

 

 

あなたは、店舗等が提供する宅配サービスを利用しない理由は何ですか。 

店舗等が提供する宅配サービスを利用しない理由は、「その他」が約 5 割で最も高く、次いで

「手続きが面倒だと感じたから」「サービスがあることは知っていたが、よくわからなかったか

ら」となっている。 

「その他」の内容をみると、今のところ利用する必要がないという回答が多い。 

 

 

図 22 店舗等が提供する宅配サービスを利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

回答 実数 割合

① サービスを知らなかったから 32 4.6%

② サービスがあることは知っていたが、よくわからなかったから 67 9.6%

③ 手続きが面倒だと感じたから 76 10.9%

④ 料金が高かったから 20 2.9%

⑤ 電話・FAX・インターネットで、店員の顔を見ずに申し込むことが不安だったから 43 6.2%

⑥ その他 381 54.8%

無効回答 16 2.3%

無回答 60 8.6%

回答者数計 695 100.0%

4.6% 9.6% 10.9%

2.9%

6.2% 54.8%

2.3%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サービスを知らなかったから
サービスがあることは知っていたが、よくわからなかったから
手続きが面倒だと感じたから
料金が高かったから
電話・FAX・インターネットで、店員の顔を見ずに申し込むことが不安だったから
その他
無効回答
無回答

n=695



 

28 

 

現在または将来における買い物の不便を解消するために、どんなサービスや支援を

希望されますか。【複数回答（当てはまるもの 3つ）】 

現在または将来における買物の不便を解消するために希望するサービスや支援は、「購入でき

る商品が限られたとしても、移動販売や臨時出店など、近所で買物できる場が欲しい」が 375 票

と最も多く、次いで「店舗で買ったものを自宅まで届けて欲しい（店舗宅配サービス）」「バス

やタクシーを利用する場合の運賃を割引して欲しい」となっている。 

 

 

実数 割合

① 店舗（スーパー、コンビニなど）の品揃えを増やして欲しい 211 15.1%

② 店舗で買ったものを自宅まで届けて欲しい（店舗宅配サービス） 352 25.2%

③ 電話やFAXなどで注文し、自宅まで届けて欲しい（電話等注文宅配サービス） 183 13.1%

④ インターネットで注文し、自宅まで届けて欲しい（通信販売） 61 4.4%

⑤
市内にある店舗（スーパー、コンビニなど）の場所を知りたい（お買い物マップ
など）

25 1.8%

⑥
市内のどこの店舗で、どんな買い物サービス（宅配サービスなど）を実施して
いるか知りたい（お買い物サービス一覧表など）

224 16.0%

⑦
インターネット上での注文に関する説明会（パソコンやスマートフォンの操作
説明会など）を実施して欲しい

29 2.1%

⑧
購入できる商品が限られるとしても、移動販売や臨時出店など、近所で買い
物できる場が欲しい

375 26.8%

⑨ 店舗近くを通るバス路線と店舗近くにバス停が欲しい 131 9.4%

⑩
店舗まで送迎してもらえる自宅近くで乗降できるような乗り合いタクシーが欲
しい

216 15.5%

⑪ バスやタクシーを利用する場合の運賃を割引して欲しい 341 24.4%

⑫ バスやタクシーを利用した場合に店舗で割引を受けられるようにして欲しい 210 15.0%

⑬ わからない 91 6.5%

⑭ その他 108 7.7%

2,557 -

1,397 -回答者数計

回答

回答数計
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図 23 現在または将来における買い物の不便を解消するために、 

希望する支援やサービス【複数回答（当てはまるもの 3 つ）】 

 

 

質問４ その他のご意見・ご要望について 

食料品等の買い物におけるサービスや支援の意見・要望として、410 件の自由回答があり、質

問 3 までの質問に対する具体的な内容のほか、以下のような意見・要望がみられた（類似の記載

で複数回答があったものを一部抜粋）。 

 

・現状では不便を感じていないが、車の運転ができなくなったり、病気にかかるなど、将来の

ことを考えると心配である。 

・山手町にあったショッピング北広が撤退して困っている。 

・冬期は買い物が大変である。 

・自宅近くに大型スーパーやコンビニエンスストアなどを誘致してほしい。 

・バスの利便性を向上させたり、バスチケットの利用条件を見直してほしい（JR バスも利用

できるようにする、札幌まで利用できるようにする等）。 

211 

352 

183 

61 

25 

224 

29 

375 

131 

216 

341 

210 

91 

108 

0人 100人 200人 300人 400人 500人

店舗（スーパー、コンビニなど）の品揃えを増やして欲しい

店舗で買ったものを自宅まで届けて欲しい（店舗宅配サービ

ス）

電話やFAXなどで注文し、自宅まで届けて欲しい（電話等注文

宅配サービス）

インターネットで注文し、自宅まで届けて欲しい（通信販売）

市内にある店舗（スーパー、コンビニなど）の場所を知りたい

（お買い物マップなど）

市内のどこの店舗で、どんな買い物サービス（宅配サービスな

ど）を実施しているか知りたい（お買い物サービス一覧表など）

インターネット上での注文に関する説明会（パソコンやスマート

フォンの操作説明会など）を実施して欲しい

購入できる商品が限られるとしても、移動販売や臨時出店な

ど、近所で買い物できる場が欲しい

店舗近くを通るバス路線と店舗近くにバス停が欲しい

店舗まで送迎してもらえる自宅近くで乗降できるような乗り合

いタクシーが欲しい

バスやタクシーを利用する場合の運賃を割引して欲しい

バスやタクシーを利用した場合に店舗で割引を受けられるよう

にして欲しい

わからない

その他

n=1,397
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V 参考資料（アンケート調査票） 
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